
第１回児童総会 明るくあいさつ なかよく助け合い 笑顔で元気な久手小学校にしよう

先日決まった久手小学校のスローガンの実現をめざして各委員会の取り組みを発表する

児童総会が５月１８日(木)に行われました。児童会活動は、学校生活の充実と向上に向け

て役割を分担し計画を立て自主的・実践的に取り組んでいく活動です。久手小学校には図

書・環境・体育・放送・健康・生活の６つの委員会が設けられています。

今回は各委員会が１年間のめあて・毎日の当番活動・学期ごとに行う集会活動の計画を

発表しました。各委員会ともタブレットパソコンでプレゼンテーション資料を作成してわ

かりやすく全校のみんなに伝えることができました。生活委員会は恒例となっている「猫

のお医者さん」の劇を交えて横断歩道の正しい渡り方とあいさつの大切さを伝えました。

また、６年生から学校生活について一人一人ががんばること守ることについての呼びか

けもありました。自分たちの久手小学校をよりよくしていくために、自分のこととしてし

っかりと受け止めて実践を続けてほしいと思います。
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こちらからどうぞ

久手漁港でヒラメの放流
５月１６日（火）、３年生と５年生が隠岐の栽

培漁業センターで育てられた約７センチのヒラメ

の稚魚１２０００匹の放流体験をしました。「大

きくなったら戻ってきてね。」のかけ声とともに

一斉に放ちました。放流した稚魚は１年もすると

３０センチぐらいにまで育つそうです。

大原川でミナミアカヒレタビラの放流
５月９日（火）、４年生が大田の自然を守る会

の方の協力でミナミアカヒレタビラの放流を体験

しました。そして、１６日（火）には絶滅危惧種

についての授業も行っていただきました。久手小

学校がおこなっているミナミアカヒレタビラの保

護活動は今年で１６年目。今年の４年生もしっか

りと活動していきます。

教育目標「心豊でたくましく 仲間とともに進んで学ぶ 久手っ子の育成」 ～みんなが笑顔 楽しい久手小～



右のグラフは昭和１２年度から令

和５年度までの久手小学校児童数の

変遷です。

最も児童数が多かったのは、昭和

２２年度の９３４人です。この年は

戦後の新教育が始まった年、学校名

も久手町国民学校から安濃郡久手町

立久手小学校へと変わりました。しかし、昭和１８年に起きた火事のため分散での学習・急

造した仮校舎での学習だったようです(先月号に載せた新校舎の再建は昭和３３年)。この年

ではありませんが、当時の各学年の児童数が学校

の金庫に残っていました。４年い組ろ組は組とも、

５６人の子どもたちが１つの教室で学んでいたよ

うです。今では考えられない数の児童数です。

今年度の児童数は１７８人。当時と比べるとず

いぶん減っていますが、子どもたちの笑顔と活気

は負けないよう、楽しい学校づくりを進めていき

たいと思います。
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久手小学校 児童数の変遷
あ に ば ー さ り ー

サツマイモのなえを植えたよ！
５月２２日（月）、１年生と２年生が生活科の学習でサツ

マイモの苗植えをしました。苗植えの先生は今年も坂本さん

です。子どもたちは坂本さんから植え方を教わり丁寧に植え

ていきました。秋には大きなイモが収穫できるといいですね。

また、坂本さんにはひまわり学級のみんなが教室前の花壇

で育てている野菜作りにも協力していただいています。

こいのぼり５月の空を元気に泳いでいます！
ひまわり学級のみんなが４月から作成に取り組んでいたこ

いのぼりが完成しました。このこいのぼりには久手小学校の

子どもたちや教職員の顔が描かれたうろこが貼り付けてあり

ます。

５月のさわやかな風を受けてこいのぼりが元気に泳いでい

ます。地域のみなさんご覧いただけたでしょうか。
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